



































スメディアは SHGとして紹介している (the Wall Street Journal on Oct. No. 20, 1992)。また，










































































SHG の固有の文化は主として各 SHG が掲げるスローガンによって発信される。こうした



























































割と課題について検証しているが，そこでは SHG の課題について次の 4点に大きく分類して
挙げ，その課題の軽減や改善がセルフヘルプ支援センターの役割であると整理している
(166〜167 頁)。
① 公的機関や行政，一般市民，内部成員，リーダーや世話人，専門職者 (研究者) など，当
















































告書を作成する事務作業は小規模の SHG にとっては負担ともなる。かつて，筆者が 1990 年に






本稿は 2012 年に実施した A市における調査 (筆者統括責任) に基づいており，質的調査の






































































































が，その主たる活動は 1．電話やホームページによる情報提供 2．会報発行 3．種々の研




を支援する人たちとの交流会等) 4．SHG の情報誌の発行，の 4点である。加えていうなら，
5 点めとして，少数ではあるが性被害の会や性的少数者など匿名性を要請される SHG に対し
て当センターが連絡先になって運営を支援している一つといえる。順に述べよう。








































































































カリフォルニア州の調査によれば，SHG の 83%に専門職者が介入している (Riessman, F.,























































































































(注 1) 例えば，米国の書店では SELF HELPのコーナーを設けて “Self-Help Stuff that Works” など多
くの Self-Helpという用語が入った書名の書籍を並べている所もある。しかし，これらは援助形態
としての SHGとは，何ら関係がない。
(注 2) 12ステップを用いる SHGで使用されるスローガン
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英 語 日本語
One day at a time. 今日一日
Easy does it. 気楽にやろう
Keep it simple. 簡単に
First things first. 第一のことは第一に
You are not alone. 私は一人ではない
Let go let live. 手を放して神にゆだねる
Live and let live. 私は私，人は人
Donʼt take it too seriously. 深刻に取り過ぎないように
This too shall pass. これもまた過ぎる
Look for the good. よい面を探そう
Donʼt compare. 比べないようにしよう
Donʼt look for difference, look for similarities. 違いを探さないで，似ていることを探そう
My vulnerability is my strength. 私の力は私の弱さ
HALT=hungry, angry, lonely, tired.
ホールト=空腹の時，怒っている時，孤独な時，
疲れている時はストップしよう
Keep coming back, it works. ミーティングに来続けば，効果がある
(注 3) 投射 自己の内面に存在する認めがたい葛藤や不安の原因を他者や外部の者に転嫁することを指
す
(注 4) 2000 年発行のディレクトリーには 76 団体掲載，2010 年には 278団体掲載
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2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013
病気 6 9 0 4 4 7 5 5 1 7 8 9 9
身体障害 10 10 8 10 23 15 17 18 22 16 13 14 11
精神障害 46 30 44 17 21 35 59 48 74 85 85 71 81
知的障害 3 5 0 2 1 2 0 0 2 0 0 1 0
発達障害 3 5 2 5 2 3 1
依存 7 27 17 22 14 13 11 9 10 3 11 12 18
虐待 2 7 7 6 3 4 4 4 2 2 4 2
介護 2 1 0 2 3 2 1 2 0 6 2 1
不登校
引きこもり
6 12 1 9 7 0 3 1 4 1 5 2 3
SHG研究 0 1 0 3 8 5 2 2 2 0 4 1 3
SHG運営相談
立ち上げ支援
14 24 5 7 7 7
その他 27 12 21 11 7 15 9 5 15 29 5 8 4
合 計 109 114 98 85 94 97 114 113 160 159 144 132 140
電話による情報提供の詳細
① ｢精神障害」81件の内 37 件はうつ病関連
②重複相談
「病気｣+｢精神障害」
「立ち上げ｣+｢精神障害」
③ ｢その他」の内容
支援センターの役割について，子どもの暴力・犯罪の SHGについて，など問い合わせストレスセラピーの広報依頼
